
上
尾
支
部
会
員
の
皆
様

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年

中
の
皆
様
の
支
部
活
動
に

対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力

に
対
し
ま
し
て
改
め
て
こ

こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
新
年
に
あ
た
っ

て
考
え
を
新
た
に
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

先
日
、
朝
の
散
歩
の
途

中
に
水
分
補
給
の
た
め
飲

み
物
の
自
動
販
売
機
に
立

ち
寄
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

飲
み
物
は
１
３
０
円
で
し

た
が
サ
イ
フ
に
５
０
０
円

玉
し
か
な
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
投
入
し
飲
み
物
を

買
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ

ラ
と
出
て
き
た
釣
り
銭
を

取
ろ
う
と
し
た
ら
、
手
の

ひ
ら
か
ら
１
０
０
円
玉
が

２
枚
こ
ぼ
れ
落
ち
て
１
枚

は
コ
ロ
コ
ロ
と
転
が
っ
て

側
溝
の
細
い
網
の
中
へ
落

ち
て
拾
え
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
え
～
！
私

は
な
ん
と
運
が
悪
い
の
だ

ろ
う
と
思
い
な
が
ら
側
溝

の
中
を
覗
い
て
見
る
と
、

な
ん
と
！
お
金
が
何
枚
も

落
ち
て
い
る
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
！
こ
ん
な
に
お
金

を
落
と
す
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
単
に
私
の
運

が
悪
か
っ
た
だ
け
で
は
な

く
て
、
こ
の
販
売
機
あ
る

い
は
販
売
機
が
設
置
し
て

あ
る
場
所
が
悪
い
せ
い
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
始
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
釣
り
銭
を
し
っ

か
り
掴
ん
で
い
な
か
っ
た

の
も
事
実
で
す
か
ら
、
１

０
０
円
玉
に
後
ろ
髪
を
引

か
れ
る
思
い
で
そ
の
場
を

立
ち
去
り
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
、
行
為
者

の
「
過
失
」
と
「
製
造
物

責
任
」
「
欠
陥
」
に
つ
い

て
調
べ
て
み
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
事
が
分
か
っ
て
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

日
常
起
こ
る
些
細
な
こ

と
を
き
っ
か
け
に
し
て
法

律
の
勉
強
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
は
、
な
ん
て
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
つ
く
づ

く
感
じ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
行
政
書
士
は
、

「
頼
れ
る
街
の
法
律
家
」

で
す
か
ら
、
常
に
冷
静
に

法
律
的
思
考
に
よ
っ
て
物

事
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
思
い
直

し
ま
し
た
。

上
尾
支
部
支
部
長

船
川

喜
正

令
和
元
年
１
１
月
９
日

（
土
）
１
０
日
（
日
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
あ
げ

お
祭
り
会
場
に
お
い
て
街

頭
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

あ
げ
お
祭
り
の
会
場
で

は
、
市
内
の
各
団
体
の
テ

ン
ト
の
他
、
県
内
外
か
ら

も
名
産
品
を
販
売
す
る
テ

ン
ト
が
建
ち
並
び
、
ス
テ
ー

ジ
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー

や
ダ
ン
ス
等
が
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

２
日
間
で
相
談
に
来
ら

れ
た
人
の
合
計
は
４
４
組
、

相
談
件
数
は
述
べ
５
３
件

で
し
た
。

そ
の
内
、
相
続
・
遺
言

関
係
が
６
割
と
最
も
多
く
、

続
い
て
不
動
産
や
生
前
贈

与
等
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
相
隣
関
係
の
相
談
も

数
件
あ
り
、
相
談
内
容
に

応
じ
て
そ
の
専
門
家
へ
の

橋
渡
し
を
す
る
交
通
整
理

の
役
割
も
担
い
ま
し
た
。

私
た
ち
行
政
書
士
が
正

に
「
市
民
の
身
近
な
相
談

相
手
」
と
し
て
着
実
に
地

域
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

上
尾
支
部
の
会
員
か
ら

は
、
１
日
目
が
午
前
と
午

後
で
延
べ
２
５
人
、
２
日

目
が
午
前
と
午
後
で
延
べ

１
９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
催
、
運
営
の
た
め
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
支
部
会

員
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
事
業
部
長

佐
々
木

幹
）
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新
年
に
あ
た
っ
て

あ
げ
お
祭
り
相
談
会

（
令
和
元
年
１
１
月
９
日
・
１
１
月
１
０
日
）

畠山稔上尾市長と相談員衆議院中根一幸議員と



相談者の住所別件数
１月～１２月 4月20日 5月8日 10月19日 11月9日,10日
２市１町 上尾駅 桶川駅 上尾駅 あげお産業祭 支部事務所 レディース

上尾市 27 30 2 36 41 56 192
桶川市 26 2 21 4 6 59
伊奈町 25 1 1 27
その他 5 1 7 3 6 1 23
合計 78 37 24 48 44 69 1 301

無料相談会集計
4月～9月

合計

埼
玉
県
行
政
書
士
会

の
「
行
政
書
士
制
度
広

報
月
間
」
の
一
環
と
し

て
開
催
し
た
上
尾
駅
通

路
で
の
相
談
会
は
、
１

０
月
１
９
日
（
土
）
朝

１
０
時
か
ら
夕
方
４
時

ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

天
気
が
あ
ま
り
よ
く
な

く
少
し
寒
い
気
候
だ
っ

た
の
で
相
談
者
の
出
足

が
心
配
だ
っ
た
の
で
す

が
、
結
果
的
に
は
午
前

午
後
を
通
じ
て
４
８
組

の
相
談
者
が
訪
れ
ま
し

た
。
お
そ
ら
く
こ
こ
数

年
で
最
高
の
件
数
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
毎
回
相
談
者

が
多
い
午
後
に
は
相
談

員
が
足
り
ず
、
た
ま
た

ま
上
尾
支
部
の
こ
の
行

事
を
表
敬
訪
問
さ
れ
て

い
た
埼
玉
県
行
政
書
士

会
の
関
口
隆
夫
会
長
に

飛
び
入
り
で
ご
担
当
い

た
だ
く
と
い
う
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
圧
倒
的

に
「
相
続
・
遺
言
」
が

多
く
、
９
割
以
上
で
し

た
。
な
か
に
は
「
自
分

の
名
前
を
変
え
た
い
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
」
と
か
「
行
政
書

士
試
験
に
は
受
か
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
開
業

し
て
自
立
で
き
る
で
し
ょ

う
か
」
な
ど
と
い
う
相

談
も
あ
り
ま
し
た
。

（
広
報
部
長

糟
谷
廣
一
郎
）

あ
げ
お
祭
り
で
の
相
談

案
件
に
関
す
る
報
告

〇
相
談
者
４
４
名

〇
相
談
案
件

・
相
続
２
１
件

・
遺
言
７
件

・
成
年
後
見
２
件

・
親
子
関
係
２
件

・
男
女
１
件

・
贈
与
３
件

・
不
動
産
８
件

・
そ
の
他
３
件
（
近

隣
ト
ラ
ブ
ル
等
）

秋
の
上
尾
駅
相
談
会
に

関
す
る
報
告

〇
相
談
者
４
８
名

〇
相
談
案
件

・
相
続
２
７
件

・
遺
言
１
７
件

・
不
動
産
５
件

・
離
婚
４
件

・
成
年
後
見
３
件

・
そ
の
他
６
件

（
労
働
問
題
・
生

活
相
談
・
信
託
等
々
）

二
市
一
町
月
一
回
無
料

相
談
に
関
す
る
報
告

（
４
月
～
９
月
）

●
上
尾
市
役
所

〇
相
談
案
件

・
相
続
１
５
件

・
遺
言
４
件

・
農
地
２
件

・
成
年
後
見
４
件

・
そ
の
他
５
件
（
借

地
・
借
家
等
）

●
桶
川
市

・
相
続
１
８
件

・
遺
言
２
件

・
成
年
後
見
４
件

・
そ
の
他
１
件

●
伊
奈
町

・
相
続
１
１
件

・
成
年
後
見
５
件

・
不
動
産
３
件

・
贈
与
２
件

・
そ
の
他
２
件

支
部
事
務
所
無
料
相
談

に
関
す
る
報
告

（
４
月
～
９
月
）

・
相
続
３
６
件

・
遺
言
１
４
件

・
成
年
後
見
３
件

・
未
成
年
後
見
１
件

・
行
方
不
明
者
の
財

産
管
理
１
件

・
離
婚
４
件

・
親
子
関
係
３
件

・
男
女
関
係
４
件

・
贈
与
１
件

・
不
動
産
１
件

・
借
地
・
借
家
１
件

・
農
地
１
件

・
契
約
２
件

・
金
銭
５
件

・
内
容
証
明
１
件

・
会
社
・
法
人
設
立

３
件

・
入
管
関
係
１
件

・
交
通
事
故
１
件
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秋
の
上
尾
駅
相
談
会

（
令
和
元
年
１
０
月
１
９
日
）

相
談
会
の
内
容
分
析

参加した相談員

相談会の様子応援にきたユキマサくん

埼
玉
県
行
政
書
士
会

関
口
隆
夫
会
長
と
船
川

喜
正
上
尾
支
部
長



９
月
７
日
（
土
）
、

日
本

の
首

都
東

京
の

「
故
き
を
温
ね
て
新
し

き
を
知
る
」
こ
と
の
で

き
る
日
帰
り
研
修
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

桶
川
駅
・
上
尾
駅
に

集
合
し
バ
ス
に
乗
車
、

出
発
早
々
車
内
は
宴
会

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

江
戸
東
京
博
物
館
に

て
、
江
戸
東
京
の
歴
史

と
文
化
を
ふ
り
か
え
り
、

未
来
の
都
市
と
生
活
を

考
え
る
場
を
見
学
し
、

参
加
し
た
浅
草
生
ま
れ

の
会
員
か
ら
は
、
生
ま

れ
た
当
時
の
様
子
が
分

か
り
大
変
有
意
義
だ
っ

た
と
感
想
が
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
博
物
館
７

階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼

食
を
と
り
ま
し
た
。

東
京
タ
ワ
ー
で
は
メ

イ
ン
デ
ッ
キ
（
地
上
１

５
０
ｍ
）
に
加
え
ト
ッ

プ
デ
ッ
キ
（
地
上
２
５

０
ｍ
）
か
ら
の
展
望
を

楽
し
み
、
徳
川
家
に
ゆ

か
り
の
深
い
浄
土
宗
大

本
山
増
上
寺
を
参
拝
し

ま
し
た
。

上
尾
支
部
会
員
１
２

名
が
参
加
し
、
会
員
相

互
の
懇
親
が
よ
り
深
ま
っ

た
研
修
旅
行
で
し
た
。

（
広
報
部

榎
本
俊
男
）

令
和
元
年
１
２
月
１

３
日
（
金
）
、
上
尾
市

プ
ラ
ザ
２
２
に
お
い
て

冬
季
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

上
尾
市
内
の
藤
木
・

根
岸
総
合
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
根
岸
遼
先
生

に
講
師
を
務
め
て
頂
き
、

「
あ
た
ら
し
い
民
法
を

学
ぼ
う
」
と
題
し
て
改

正
債
権
法
に
つ
い
て
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

改
正
点
を
見
る
と
、
改

め
て
本
当
の
大
改
正
に

な
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
当
た
り
前

の
よ
う
に
口
に
し
て
い

た
「
錯
誤
無
効
」
「
時

効
の
中
断
」
と
い
う
言

葉
も
、
改
正
後
は
使
わ

れ
な
く
な
る
と
の
こ
と
。

私
た
ち
行
政
書
士
も
、

市
民
相
談
の
場
で
時
効

が
ら
み
の
相
談
を
扱
う

機
会
も
多
い
で
す
よ
ね
。

こ
の
時
期
に
知
識
の

整
理
や
実
務
上
で
の
注

意
点
の
確
認
が
で
き
て
、

大
変
有
意
義
な
研
修
に

な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
３
２
名
で
、

他
支
部
か
ら
も
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

根
岸
先
生
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
緩
急
を
つ

け
た
引
き
込
ま
れ
る
講

義
で
、
あ
っ
と
い
う
間

の
研
修
時
間
で
し
た
。

講
師
の
先
生
、
参
加

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
会
員
の
皆
さ
ま
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
業
部
長

佐
々
木

幹
）

令
和
に
改
元
さ
れ
て

は
じ
め
て
の
研
修
会
が
、

７
月
１
９
日
（
金
）
１

４
時
か
ら
１
６
時
３
０

分
ま
で
、
上
尾
市
文
化

セ
ン
タ
ー
３
０
２
集
会

室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、

約
４
０
年
ぶ
り
の
改
正

と
な
る
相
続
法
に
つ
い

て
、
岸
町
法
律
事
務
所

の
岩
﨑
理
弁
護
士
に
講

義
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
岩
﨑
弁
護
士
か
ら

は
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
、
改
正
に
至
る

ま
で
の
判
例
理
論
の
説

明
や
趣
旨
を
交
え
て
、

分
か
り
易
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

修
会
が
終
わ
っ
た
後
も
、

講
師
の
も
と
に
質
問
さ

れ
る
会
員
の
方
々
が
列

を
つ
く
っ
て
い
る
の
を

み
て
、
事
業
部
と
し
て

今
回
の
研
修
会
の
意
義

を
感
じ
ま
し
た
。

反
省
点
と
し
て
、
今

回
定
員
を
４
０
名
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
、
定
員
を
超
え
る
応

募
が
あ
り
、
参
加
が
叶

わ
な
か
っ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
冬
季

研
修
会
で
は
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
業
部
副

部
長
と
し
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

（
事
業
部
副
部
長

山
崎

亮
一
）

冬
季
研
修
会
後
上
尾

駅
近
く
の
中
華
料
理
店

に
て
忘
年
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
皆
で
美
味
し

い
料
理
や
お
酒
を
前
に

非
常
に
盛
り
上
が
り
、

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時

間
で
し
た
。
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秋
の
上
尾
支
部

研
修
旅
行

研修旅行参加者

増上寺にて

講師の根岸遼弁護士研修会の様子

講師の岩﨑理弁護士

研
修
会
の
様
子

上
尾
支
部
研
修
会

冬
季

（
改
正
債
権
法
）

夏
季

（
改
正
相
続
法
）

忘
年
会

船川支部長の挨拶高村副支部長による乾杯野中副支部長の締め



令
和
元
年
１
１
月
１
０

日
（
日
）
に
令
和
初
の
行

政
書
士
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
上
尾
支
部
か
ら
も

試
験
員
と
し
て
５
名
の
会

員
を
監
督
員
と
し
て
派
遣

致
し
ま
し
た
。
試
験
を
担

当
さ
れ
た
先
生
方
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

私
が
行
政
書
士
会
に
入

会
し
た
当
時
、
石
倉
富
美

子
先
生
は
す
で
に
上
尾
支

部
の
支
部
長
を
退
任
さ
れ

て
い
た
も
の
の
、
支
部
の

活
動
に
は
参
加
さ
れ
て
い

て
と
て
も
活
発
な
方
で
し

た
。
特
に
支
部
と
同
時
期

に
併
設
し
て
い
た
成
年
後

見
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
理

事
長
を
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

言
葉
足
ら
ず
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
謹
ん
で
お
悔
や

み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
齊
藤

竜
造
）

支
部
通
信
第
２
７
号
に

お
き
ま
し
て
新
会
員
紹
介

と
し
て
本
田
千
夏
先
生
を

紹
介
し
た
際
に
所
属
事
務

所
名
を
「
行
政
書
士
法
人

な
が
し
ま
行
政
書
士
事
務

所
」
と
紹
介
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
正
し
く
は

「
行
政
書
士
法
人
な
が
し

ま
事
務
所
」
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
元
号
が
平
成

よ
り
令
和
に
変
わ
り
、
消

費
税
も
１
０
％
に
上
が
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

大
き
な
台
風
に
よ
る
被
害

も
あ
り
我
々
上
尾
支
部
の

あ
る
地
域
で
も
川
の
氾
濫

等
も
あ
り
ま
し
た
。
被
害

に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
は
こ

の
場
を
借
り
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
我
々
上
尾
支
部

で
は
無
料
相
談
会
に
大
変

力
を
注
い
で
お
り
ま
す
。

今
年
は
新
た
に
上
尾
市

内
の
商
業
施
設
で
の
無
料

相
談
会
も
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
発
表
す
る
こ
と
と
な

る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、

是
非
定
期
的
に
閲
覧
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ

て
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
・
・
・
・
・
。

（
編
集
担
当
広
報
部

加
藤
雅
隆
）
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行政書士無料相談 ご案内 （各会場をご参照下さい。）

上尾市役所会場 毎月第３火曜日 午後１時～午後４時 事前予約 ０４８－７７５－４６４３（市民相談室）

桶川市役所会場 毎月初平日 午後１時～午後４時 事前予約 ０４８－７８６－３２１１（秘書広報課）

伊奈町役場会場 毎月第３水曜日 午後１時～午後４時 予約不要 ０４８－７２１－２１１１

※祝日等で、各会場とも日程が変更されることがあります。 （住民相談室・内線２２１３）

詳細のお問い合わせは ０ ４ ８ － ７ ７ ６ － ３ ３ ６ ７

埼玉県行政書士会上尾支部主催 無料相談会 開催中

毎 週 火・木・土 曜 日 午 後 １ 時 ～ 午 後 ４ 時
（レディースデイ毎月１５日午前中実施）

※女性行政書士による女性相談者の為の相談会

場所 埼玉県行政書士会上尾支部事務所 上尾市本町１－１－５ 遠山ビル２階 上尾市役所本庁舎南向い

詳 細 の お 問 い 合 わ せ は ０ ４ ８ － ７ ７ ６ － ３ ３ ６ ７

行
政
書
士
試
験
へ
の

会
員
派
遣

右
か
ら

・
大
山
康
一
先
生

・
野
﨑
重
喜
先
生

・
佐
藤
久
美
子
先
生

・
船
川
喜
正
支
部
長

・
菅
野
真
一
先
生

（
試
験
会
場
と
な
っ
た

獨
協
大
学
に
て
）

訃報

石
倉
富
美
子
先
生

を
偲
ん
で

ホームページに関するおしらせ

現在ホームページを新しくする作業を

広報部今井達也先生を中心に行っております。

開設は４月１日となりますがそれに伴い、

ホームページアドレスが下記の通りとなります。

https://sgs-ageo.pro

賀
詞
交
歓
会
の
お
し
ら
せ

日
時１

月
１
１
日

１
８
時
３
０
分
開
始

（
受
付
１
８
時
～
）

会
場上

尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

３
０
１
集
会
室

お
詫
び
と
訂
正

編
集
後
記


